●日なたと日かげの違いを感じよう
１　一列に並び（５人ぐらいが適当）、先頭の先生以外は目かくしをして前の人の肩に両手を置き、イモ虫のように連なりましょう。先生は、目かくしをした児童・生徒をゆっくり安全に配慮しながら誘導します。日なたや木かげなど多様な場所を訪れ、それぞれの場所の体感温度や風の流れ、空気の匂いなどを感じましょう。また、葉っぱや樹木、土などを触ることにより、通常見過ごしている自然の姿を、視覚以外の感覚を使って感じてみましょう。
２　体験が終わったら、目かくしを外します。目かくしをして歩いた時に気づいたことをカードに書いてみましょう。どんなことを感じたか話し合ってみましょう。
３　目かくしをしないで、温度の違いを感じた場所の様子を調べてみましょう。温度の違いを調べる方法を考えてみましょう。
４　日なたと日かげの温度、明るさ、湿り気の違いを調べてみましょう。
　　（夏）一番温度の高かった場所で、温度を下げる方法を考えてみましょう。

　（冬）一番温度の高かった場所で、さらに温度を上げる方法を考えてみましょう。

５　考えた方法を試してみましょう。日々の生活の中に取り入れられるものはないか考えてみましょう。
▼学習の進め方

	児童・生徒の流れ
	先生の手順、サポート等

	１　目かくしをして日なたと日かげの違いを感じる
	◆日なたと日かげに案内する
　・日なたと日かげの違いについての気づきが生まれやすいように、歩くコースに必ず日なたと日かげの場所が入るように設定する。

	２　気が付いたことをカードに書く
	◆感じたことを話し合う
　・一人ひとり感じ方が違うことと、共通の部分があることに気づかせる。

	３　違いを調べる方法を考える
	◆温度、明るさ、湿り気の違いを調べる
　・温度計を使って温度を測定させる。

・日なたと日かげの明るさ、湿り気の違いに気づかせる。

	４　温度を下げる方法（上げる方法）を試してみる
	◆様々な方法を試してみる
　・正解を導くのではなく、試してみたいという思いを高める。
　・実際にその方法を試してみる。

	５　生活の中に取り入れる方法を考える
	◆日常の生活に取り入れる方法を考える
　・昔から行われてきた「打ち水」、「木立（生垣）」や「緑のカーテン」がいかに気温低下に効果を発しているかを説明する。
　・防風林による風からの被害を守る方法などを紹介する。


▼基本的事項

	ねらい
	日なた、木陰など様々な場所での体感温度の差を実感する

	対象
	小学校中学年以上

	所要時間
	４５分

	学習形態
	グループ

	手法
	ネイチャーゲーム

	準備するもの
	バンダナまたはアイマスク、温度計



　「五感で感じるネイチャーゲーム体験」
・『葉っぱ』を触って、表・裏の温度の違いを体験。木立を通ってくる風が冷たい理由を実感。目かくしにより“触覚”や“暑い・涼しい”がいつもよりたくさん感じられます。
・コンクリートの反射熱で熱かった場所も、『打ち水』をすることで気温が下がり、空気もひんやり感じられます。

